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経済通産省の「広域的新事業支援ネットワーク拠点重点強化事業」は、事業展開、経営革新やベンチャー企業創出を目指している。HOBIAはその実現のために、生産者～製造者までの素材・製品のネットワークを機動的に活動させる「フーズ＆アグリ・バイオネットワーク構築」を受けている。以下は、その一環の情報である。
［Ⅰ］　北海道における小麦品種と今後の展望

はじめに

新しい品種は生産者のみならず、流通、加工、消費の皆さんに新たな希望を与え、夢を見させてくれる。しかし、人には個性があり、利点も欠点もあるように、新たな品種にも同じことがいえる。あばたもエクボであり、欠点を利点に転換する逆転の発想が鍵を握る。チャーミングポイントの発見であり、それをどのように育て、どのように使うか、といった素直な視点が大変重要になる。
その昔に聞いた、［巨大胚芽米（GABA、ビタミンE、食物繊維が豊富）を育成したが、栽培特性に難点があり新品種に認められなかった。しかし、ある門前町のお茶屋さんが試験場に視察に来て、GABAの話に興味をもちGABA粥をメニュー化して繁盛した。］という話はその隠れた典型といえる。しかも、今はやりの健康食の先がけである。この事例は隙間の話だが、気付かない隙間に意外なチャンスが隠れていることを教えてくれた。
一方、消費、加工、流通の方が生産者へ要望する、［私達が買って上げるからあなた方は生産できる。だから、私達の望むものをつくれば！］といった類の声を何度かお聞きしたことがある。川下論、川上論だが、この関係は時代背景で変化することを、昨今の農産物高騰から実感された方も多くおられることと思う。先の世界大戦後には流れるものがなく何時もひもじかった。一方、ソ連は物があっても流せなくて崩壊したともいわれる。しかし、そのミスマッチを上手にあおることがビジネスの本質ととらえる不心得者もいる。そのまねをするために本情報を利用しないで頂きたい。
2009年に、在庫放出により不作小豆の相場を安定させ、外国産との競合を回避した十勝の例をこそ参考にしていただきたい20)。
持続的な農業生産、安定した流通・加工、安全な食生活のためには、相互の正しい状況認識と信頼による上手な連携がこれからの課題である。そのためには、「小麦の品種にどのような特性があり、それらをどのように利用すれば良いか」といった分かり易い情報が必要である。そうした観点から、希望と夢の源である小麦品種の特性と今後の展望を、インターネットや出版物・資料から基本的情報を一覧し易いように選択･整理した。
20)北海道新聞(2009)：09年産十勝小豆・収量減でも相場安定，北海道新聞・朝刊／2009.11.25(4)


































































【ねらい】　地域支援活用ネットワーク事業の一環として、道産小麦を活用した企業化や新規創出を支援する基本情報を整理する。具体的には、これまで開発された主要小麦品種の特性とその利用実態、今後の品種開発の展望の情報を収集・整理し、会員を中心に関係者に発信する。









